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＜Ⅰ 調査の概要＞

１ 調査の目的

本調査は「長久手市地域福祉計画」、「長久手市地域福祉活動計画」及び「地域自殺対策計画」

の策定にあたり、市民に意見を伺い、策定の基礎資料とすることを目的として、実施したもの

です。

２ 調査対象

長久手市在住の 15 歳以上を無作為抽出

３ 調査期間

平成 30 年３月 30 日から平成 30 年４月 20 日まで

４ 調査方法

郵送による配布・回収

５ 回収状況

６ 調査結果の表示方法

・回答は、各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小

数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合がありま

す。

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見

方になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。

配 布 数 有効回答数 有効回答率

5,000 通 2,175 通 43.5％
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＜Ⅱ 調査結果＞

【 １ 回答者属性 】

問 29 あなたの性別はどちらですか。【○は 1 つだけ】

「男性」の割合が 39.4％、「女性」の割合が 58.6％となっています。

問 30 あなたの年齢はおいくつですか。【○は 1 つだけ】

「75 歳以上」の割合が 18.6％と最も高く、次いで「70～74 歳」の割合が 18.4％、「65～69 歳」の割

合が 13.3％となっています。

問 31 現在、あなたを含め同居している家族は何名ですか。

「３～４人」の割合が 39.3％と最も高く、次いで「２人」の割合が 30.1％、「１人」の割合が 15.7％

となっています。

男性 女性 無回答

N =

2,175 39.4 58.6 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳

65～69歳 70～74歳 75歳以上 無回答

N =

2,175
2.0

4.8 13.1 13.1 9.6 5.1 13.3 18.4 18.6 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人 ３～４人 ５～６人 ７人以上 無回答

N =

2,175 15.7 30.1 39.3 8.8 1.4 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 32 現在、あなた自身、もしくはあなたが同居している家族の中に、次のような方はいらっ

しゃいますか。【○はあてはまるものすべて】

「65 歳以上の方」の割合が 42.2％と最も高く、次いで「小学生」の割合が 13.1％、「乳児を除く小

学校入学前の幼児」の割合が 11.2％となっています。

問 33 現在の住居に何年間お住まいですか。【○は 1 つだけ】

「30 年以上」の割合が 31.9％と最も高く、次いで「10 年以上～20年未満」の割合が 20.8％、「1 年

以上～5 年未満」、「20年以上～30 年未満」の割合が 14.3％となっています。

1 年未満 1 年以上～5 年未満 5 年以上～10年未満

10年以上～20年未満 20年以上～30年未満 30年以上

無回答

N =

2,175 4.6 14.3 11.9 20.8 14.3 31.9 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 2,175 ％

65歳以上の方

小学生

乳児を除く小学校入学前の幼児

中学生

障がいのある方

介護を必要とする方

乳児（1 歳未満）

無回答

42.2

13.1

11.2

6.7

6.3

4.9

3.3

32.6

0 10 20 30 40 50
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問 34 あなたの職業を教えてください。【○は 1 つだけ】

「無職（学生・家事専従を除く）」の割合が 23.6％と最も高く、次いで「家事専従」の割合が 22.2％、

「会社員・団体職員」の割合が 20.7％となっています。

問 35 あなたは、自治会に加入していますか。【○は 1 つだけ】

「加入している」の割合が 67.6％と最も高く、次いで「加入していない」の割合が 17.3％となって

います。

問 36 あなたが現在お住まいの小学校区はどこですか。【○は 1つだけ】

「長久手小学校区」の割合が 18.3％と最も高く、次いで「北小学校区」の割合が 17.0％、「西小学

校区」の割合が 16.3％となっています。

会社員・団体職員 公務員・教員

派遣・契約社員 パート・アルバイト

自営業 農林漁業

学生 家事専従

無職（学生・家事専従を除く） その他

無回答

N =

2,175 20.7
2.8

1.9 12.6 6.3
0.4

3.1 22.2 23.6 3.6 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入している 加入していない 分からない

過去に加入していた 無回答

N =

2,175 67.6 17.3 7.7 3.9 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

長久手小学校区 西小学校区 東小学校区 北小学校区

南小学校区 市が洞小学校区 無回答

N =

2,175 18.3 16.3 14.9 17.0 16.1 13.4 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【 ２ 地域福祉 】

問１ あなたは現在、日常生活において、主にどのようなことに不安を感じていますか。

【○はあてはまるものすべて】

「自分や家族の老後のこと」の割合が 54.3％と最も高く、次いで「自分や家族の健康のこと」の割

合が 54.1％、「介護の問題」の割合が 31.1％となっています。

問２ あなたは、日ごろ近所の人たちとどのような付き合いをしていますか。

【○は 1 つだけ】

「会えばあいさつをかわす程度」の割合が 48.1％と最も高く、次いで「相談ごとはしないが、世間

話をする程度」の割合が 23.7％、「内容によっては相談し、助け合っている」の割合が 14.3％となっ

ています。

困っているときには相談し、助け合っている

内容によっては相談し、助け合っている

相談ごとはしないが、世間話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

近所づきあいはしていない

無回答

N =

2,175 6.1 14.3 23.7 48.1 4.0 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 2,175 ％

自分や家族の老後のこと

自分や家族の健康のこと

介護の問題

経済的な問題

災害時の備えに関すること

地域の治安のこと

子育てに関すること

生きがいに関すること

住宅のこと

隣近所との関係

特に悩みや不安はない

その他

無回答

54.3

54.1

31.1

27.8

27.0

13.5

12.4

10.7

10.2

9.3

11.2

2.2

1.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問３ あなたは今後、近所の人たちとどのような付き合い方を望んでいますか。

【○は 1 つだけ】

「内容によっては相談し、助け合う」の割合が 36.6％と最も高く、次いで「相談ごとはしないが、

世間話をする程度」の割合が 21.0％、「会えばあいさつをかわす程度」の割合が 20.6％となっていま

す。

問４ あなたは、悩みごとを主に誰（どこ）に相談していますか。

【○はあてはまるものすべて】

「家族や親せき」の割合が 81.6％と最も高く、次いで「友人や知人」の割合が 56.0％、「職場のひ

と」の割合が 13.9％となっています。

困っているときには相談し、助け合う 内容によっては相談し、助け合う

相談ごとはしないが、世間話をする程度 会えばあいさつをかわす程度

近所づきあいは必要ない 無回答

N =

2,175 18.7 36.6 21.0 20.6 0.6 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 2,175 ％

家族や親せき

友人や知人

職場のひと

病院（医師・看護師・

カウンセラー）

隣近所のひと

インターネットのサイト

（ＳＮＳなど）

市役所

各種相談窓口

( 子育て・高齢・障がいなど)

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

自治会の役員・区長

相談したくない

相談できる人はいない

その他

無回答

81.6

56.0

13.9

10.7

5.9

4.2

3.9

3.6

3.1

1.9

0.6

1.4

2.4

2.6

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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問５ あなたの近所に住んでおり、何らかの支援を必要としている方（一人暮らしの高齢者、

介護をしている家族、子育て中の家族等）に対しての支援（日常生活上の手助け・お手伝

い）について、あなたの考えにもっとも近いものはどれですか。【○は 1つだけ】

「支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない」の割合が 36.3％と最も高く、次いで「近

所に住む者として、できる範囲で支援したい」の割合が 30.7％、「支援をしたいが、何をすればいいの

か分からない」の割合が 16.7％となっています。

問６ あなたの隣近所に、介護や子育て等で困っている家庭があった場合、あなたはどのよう

な手助けができますか。【○はあてはまるものすべて】

「見守りや安否確認の声かけ」の割合が 57.0％と最も高く、次いで「話し相手」の割合が 38.7％、

「災害時の手助け」の割合が 28.3％となっています。

近所に住む者として、できる範囲で支援したい

支援をしたいが、何をすればいいのか分からない

支援をしたいが、自分のことで精一杯でその余裕がない

支援は市役所などがやる仕事なので、近所の者がしなくてもよい

余計なお世話になってしまうので支援はしない

無回答

N =

2,175 30.7 16.7 36.3 3.0 10.5 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 2,175 ％

見守りや安否確認の声かけ

話し相手

災害時の手助け

ごみ出しの手伝い

悩み事の相談相手

買い物の手伝い

電球の取り替え

短時間の子どもの預かり

食事のおすそわけ

通院などの外出の手伝い

掃除等家事の手伝い

タンスの移動

銀行への付添い

季節の衣類、寝具の整理

様々な理由により手助けできない

無回答

57.0

38.7

28.3

17.2

14.9

14.9

12.9

9.7

8.0

7.6

6.3

4.6

3.8

2.2

10.4

3.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問７ あなたは、地域で行われている活動に参加したいと思いますか。（現在参加している方は

今後の意向としてお答えください。）【○は 1 つだけ】

「条件や環境が合えば参加したい」の割合が 58.3％と最も高く、次いで「どちらかといえば参加し

たくない」の割合が 14.2％、「分からない」の割合が 12.7％となっています。

問８ あなたが参加してもよいと思う活動について教えてください。

【○はあてはまるものすべて】

「災害時の援助に関する活動」の割合が 30.8％と最も高く、次いで「芸術・文化・スポーツに関す

る活動」の割合が 29.3％、「環境美化に関する活動」の割合が 24.8％となっています。

参加したい 条件や環境が合えば参加したい

どちらかといえば参加したくない 参加したくない

分からない 無回答

N =

2,175 7.0 58.3 14.2 5.6 12.7 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 2,175 ％

災害時の援助に関する活動

芸術・文化・スポーツに関する活動

環境美化に関する活動

高齢者への支援活動

地域の防犯についての活動

まちづくりに関する活動

子どもの健全育成に関する活動

子育てに関する支援活動

障がい児・者への支援活動

その他

無回答

30.8

29.3

24.8

22.3

21.6

20.6

19.3

18.7

10.2

3.6

11.5

0 10 20 30 40 50
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問９ 自分自身が地域で何か活動を始めるときに、どのような支援があれば活動しやすいです

か。【○はあてはまるものすべて】

「一緒に活動する仲間」の割合が 49.4％と最も高く、次いで「自身での実践は考えていない」の割

合が 22.9％、「活動場所の支援」の割合が 18.6％となっています。

問 10 あなたは、地域で安心して暮らしていくために、どのような地域のあり方が大切だと思

いますか。【○はあてはまるものすべて】

「地域の人が気軽に集まることが出来る場の充実」の割合が 46.8％と最も高く、次いで「気軽に相

談できる場の充実」の割合が 40.9％、「見守りを必要とする人への支援」の割合が 33.0％となってい

ます。

N = 2,175 ％

一緒に活動する仲間

活動場所の支援

立上げ費用・活動費の支援

主催者を支援することなら可能

参加者を紹介してほしい

講師を紹介・派遣してほしい

周知を手伝ってほしい

特に必要ない

自身での実践は考えていない

その他

無回答

49.4

18.6

14.9

7.4

6.3

5.3

5.1

4.2

22.9

1.7

7.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N = 2,175 ％

地域の人が気軽に集まることが出来る
場の充実

気軽に相談できる場の充実

見守りを必要とする人への支援

福祉の情報の広報や啓発活動の充実

地域の困りごとを考える場の充実

学校での福祉教育の充実

ボランティア団体など市民活動への

援助の充実

地域で活動するための研修・勉強会の

充実

その他

無回答

46.8

40.9

33.0

26.3

20.7

16.0

15.6

11.9

2.9

5.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問 11 あなたは、地域の人々がお互いに力を合わせて、住みよい地域を実現していくうえで課

題となることはどのようなことだと思いますか。【○はあてはまるものすべて】

「近所づきあいが減っていること」の割合が 53.6％と最も高く、次いで「地域に関心のない人が多

いこと」の割合が 46.0％、「地域での交流の機会が少ないこと」の割合が 33.4％となっています。

問 12 あなたは、高齢や病気、事故などで、手助けが必要なとき、近所の人たちに助けを求め

ることができますか。【○は 1 つだけ】

「申し訳なく思い、求めることができない」の割合が 31.4％と最も高く、次いで「申し訳なく思う

が、求めることはできる」の割合が 28.9％、「誰に求めていいか分からない」の割合が 14.3％となっ

ています。

遠慮なく求めることができる 申し訳なく思うが、求めることはできる

申し訳なく思い、求めることができない 人に頼りたくないので、求めない

近所に知られたくないので、求めない 誰に求めていいか分からない

無回答

N =

2,175 4.0 28.9 31.4 12.8 3.8 14.3 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 2,175 ％

近所づきあいが減っていること

地域に関心のない人が多いこと

地域での交流の機会が少ないこと

助け合い、支え合いが必要ないと

思っている人が多いこと

自治会の加入者が減っていること

退職後に地域での居場所が少ないこと

他人に干渉されプライバシーが

守られないこと

ひとり親・障がい者・認知症などへの

偏見があること

その他

無回答

53.6

46.0

33.4

25.0

16.2

15.9

15.5

8.9

4.2

5.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問 13 あなたが、高齢や病気、事故などで、手助けが必要なとき、近所の人たちにどのような

ことをしてほしいですか。【○はあてはまるものすべて】

「見守りや安否確認の声かけ」の割合が49.5％と最も高く、次いで「災害時の手助け」の割合が34.2％、

「話し相手」の割合が 22.9％となっています。

問 14 あなたが、近所の人たちに手助けしてもらうとき、どのような内容だと受け入れやすい

ですか。【○はあてはまるものすべて】

「利用するための内容（条件・時間・金額）が分かる」の割合が 59.1％と最も高く、次いで「費用

があまりかからない」の割合が 38.5％、「知っている人が支援してくれる」の割合が 37.2％となって

います。

N = 2,175 ％

見守りや安否確認の声かけ

災害時の手助け

話し相手

買い物の手伝い

通院など外出の手伝い

悩み事の相談相手

ごみ出しの手伝い

掃除等家事の手伝い

電球の取り替え

短時間の子どもの預かり

食事のおすそわけ

銀行への付添い

タンスの移動

季節の衣類、寝具の整理

手助けは必要ない

無回答

49.5

34.2

22.9

18.5

13.4

12.6

10.7

9.8

6.2

5.9

3.9

2.6

2.3

1.8

10.5

5.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

N = 2,175 ％

利用するための内容（条件・時間・金額）

が分かる

費用があまりかからない

知っている人が支援してくれる

訪問する人が分かりやすい

（そろいの服・ベストの着用）

インターネットやスマートフォンから

手軽に申し込める

その他

無回答

59.1

38.5

37.2

29.5

18.9

3.0

5.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問 15 あなたは、自身の困りごとや福祉のサービス等の支援のためにあなたの個人情報を共有

することについて、どのように思いますか。また、共有しても良いと思った場合、どの範

囲なら良いと思いますか。【○は 1 つだけ】

【情報共有について】

「共有しても良い」の割合が 66.4％、「共有してほしくない」の割合が 30.2％となっています。

【共有してもよい範囲】

「市役所」の割合が 71.4％と最も高く、次いで「消防署」の割合が 37.7％、「社会福祉協議会」の

割合が 32.1％となっています。

共有しても良い 共有してほしくない 無回答

N =

2,175 66.4 30.2 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 1,445 ％

市役所

消防署

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

各種相談窓口

( 子育て・高齢・障がいなど)

地域で支援してくれる人

自治会

支援されるならどの範囲でも

共有して良い

無回答

71.4

37.7

32.1

31.8

27.2

23.5

9.4

15.6

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問 16 あなたは、日常生活での移動に不便を感じたことはありますか。また、どのような支援

が必要と感じましたか。

【不便を感じたことの有無】

「ある」の割合が 26.9％、「ない」の割合が 70.6％となっています。

【必要な支援】

「バス・タクシーの利用料金の助成」の割合が 46.8％と最も高く、次いで「重いもの持ち運び」の

割合が 34.5％、「買い物の代行・宅配の充実」の割合が 21.2％となっています。

ある ない 無回答

N =

2,175 26.9 70.6 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 586 ％

バス・タクシーの利用料金の助成

重いもの持ち運び

買い物の代行・宅配の充実

公共交通機関への乗り降りの支援

リハビリ・介護予防の充実

住民同士による送迎の仕組みつくり

移動するときの付き添い

その他

無回答

46.8

34.5

21.2

20.3

16.4

10.8

6.3

11.9

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問 17 あなたは、次に挙げるような福祉にかかわる制度や言葉の中で、どの程度知っています

か。【○は各制度や言葉で 1つだけ】

民生委員・児童委員で「よく知っている」「多少知っている」の割合が 51.4％。

避難行動要支援者登録で「知らない」の割合が 65.5％

ながくて地域スマイルポイント事業で「知らない」の割合が 61.1％。

成年後見制度で「よく知っている」「多少知っている」の割合が 35.8％。

生活困窮者自立支援制度で「知らない」の割合が 50.0％。

問 18 民生委員・児童委員が行っている次の活動について、知っていますか。

【○はあてはまるものすべて】

「困りごとについての相談相手」の割合が 52.6％と最も高く、次いで「支援が必要な人への見守り

活動」の割合が 47.4％、「市窓口への連絡・通報」の割合が 39.6％となっています。

よく知っている 多少知っている 名前だけ知っている

知らない 無回答

N = 2,175

民生委員・児童委員

避難行動要支援者登録

ながくて地域スマイルポイント事業

成年後見制度

生活困窮者自立支援事業

18.1

5.9

5.9

11.4

2.9

33.3

10.4

8.5

24.4

10.5

35.4

13.8

19.6

27.9

32.2

11.1

65.5

61.1

31.9

50.0

2.1

4.5

4.8

4.4

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 2,175 ％

困りごとについての相談相手

支援が必要な人への見守り活動

市窓口への連絡・通報

地域の実態把握

福祉関係機関との調整

制度やサービスについての情報提供

市への意見の具申

無回答

52.6

47.4

39.6

27.0

26.1

17.3

12.5

23.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
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問 19 あなたは長久手市社会福祉協議会（社協）を知っていますか。

【○はひとつだけ】

「名前は知っている」の割合が 53.3％と最も高く、次いで「知らない」の割合が 27.1％、「実施し

ている内容も含め知っている」の割合が 17.1％となっています。

問 20 長久手市社会福祉協議会（社協）が行っている次の事業について、知っていますか。

【○はあてはまるものすべて】

「地区社協の活動」の割合が31.5％と最も高く、次いで「福祉まつり・社会福祉大会」の割合が30.9％、

「社協だより（福祉のまち ながくて）・ホームページ・ブログ」の割合が 29.5％となっています。

実施している内容も含め知っている 名前は知っている

知らない 無回答

N =

2,175 17.1 53.3 27.1 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N = 2,175 ％

地区社協の活動

福祉まつり・社会福祉大会

社協だより（福祉のまち  ながくて）・
ホームページ・ブログ

ボランティアセンター

福祉教育への支援・協力

地域の見守り・アンテナ役となる

見守りサポーター

認知症・障がい者等への金銭管理、

福祉サービスの利用の支援

サロン活動の立ち上げ・運営支援

くらし・しごと・つながり支援センター

（生活困窮者自立支援事業）

低所得者等への資金の貸付

無回答

31.5

30.9

29.5

24.5

21.9

19.1

15.7

13.9

7.8

5.1

37.8

0 10 20 30 40 50
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問 21 地域の身近な「福祉のなんでも相談員」として、小学校区ごとに配置されているＣＳＷ

（コミュニティソーシャルワーカー）を知っていますか。【○は 1 つだけ】

「知らない」の割合が 68.4％と最も高く、次いで「名前は知っている」の割合が 24.0％となってい

ます。

問 22 災害時に自ら避難することが困難な方（要介護者、障がい者、難病患者、妊産婦等）を

支援するために、近隣住民や見守りサポーターなどの地域の見守り役によって普段から見

守り・声かけする仕組みが必要だと思いますか。【○は 1つだけ】

「必ず必要である」と「どちらかといえば必要である」をあわせた“必要である”の割合が 93.1％、

「どちらかといえば必要ない」と「必要ない」をあわせた“必要ない”の割合が 4.1％となっています。

実施している内容も含め知っている 名前は知っている

知らない 無回答

N =

2,175 5.2 24.0 68.4 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必ず必要である どちらかといえば必要である

どちらかといえば必要ない 必要ない

無回答

N =

2,175 42.2 50.9
2.3

1.8 2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【 ３ 自殺対策 】

問 24 あなたはこれまで自殺対策に関する啓発物を見たことがありますか。

【○はあてはまるものすべて】

「見たことはない」の割合が 40.2％と最も高く、次いで「ポスター」の割合が 40.0％、「広報」の

割合が 16.9％となっています。

問 25 前の質問（問２４）で「見たことはない」以外に○を付けた方に質問です。

その自殺対策に関する啓発物は、どこで見ましたか。【○はあてはまるものすべて】

「駅、電車・バス等の公共交通機関」の割合が 43.9％と最も高く、次いで「市役所・保健センター

などの公共施設」の割合が 36.8％、「家(TV 番組・雑誌・パンフレット・広報等) 」の割合が 34.2％

となっています。

N = 2,175 ％

ポスター

広報

パンフレット

インターネット

ティッシュ等のキャンペーングッズ

見たことはない

その他

無回答

40.0

16.9

12.6

10.9

7.7

40.2

2.6

4.4

0 10 20 30 40 50

N = 1,206 ％

駅、電車・バス等の公共交通機関

市役所・保健センターなどの公共施設

家(TV 番組・雑誌・パンフレット・広報等)

インターネット上

職場・学校

スーパー・コンビニ店舗等の民間施設

その他

無回答

43.9

36.8

34.2

17.0

13.6

6.5

2.8

4.1

0 10 20 30 40 50
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問 26 自殺対策に関する啓発物を見たとき、あなたはどうしましたか。【○は 1つだけ】

「少し読んだ」「大体読んだ」と「全部読んだ」をあわせた“読んだ”の割合が 56.7％、「読まなか

った」と「少し目を通したがほとんど読まなかった」をあわせた“読まなかった”の割合が 40.5％と

なっています。

問 27 自殺対策に関する講演会や講習会に参加したことがありますか。【○は1つだけ】

「ある」の割合が 2.1％、「ない」の割合が 93.8％となっています。

問 28 自殺対策に関する PR 活動（啓発物や講演会など）についてどのように思いますか。

【○は 1 つだけ】

「必要」と「どちらかといえば必要」をあわせた“必要”の割合が 78.2％、「どちらかといえば不要」

と「不要」をあわせた“不要”の割合が 15.4％となっています。

読まなかった 少し目を通したがほとんど読まなかった

少し読んだ 大体読んだ

全部読んだ 無回答

N =

1,206 11.1 29.4 25.8 26.9 4.0 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

N =

2,175 2.1 93.8 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要 どちらかといえば必要 どちらかといえば不要 不要 無回答

N =

2,175 33.8 44.4 11.3 4.1 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%


